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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠心圧縮機であって、シャフト（３）に配置されてほぼ半径方向に延びる背壁（１６）
を備えた圧縮機インペラ（６）、圧縮機インペラ（６）を取り囲む圧縮機ケーシング（５
）、遠心圧縮機の作業媒体（２９）のための、圧縮機インペラ（６）と圧縮機ケーシング
（５）との間に形成された流路（９）、圧縮機インペラ（６）と圧縮機ケーシング（５）
との間の、流路（９）に接続された分離間隙（１８）、ガス状の冷却媒体（３１）のため
の、圧縮機ケーシング（５）内に配置された送り装置（２７）、及びガス状の冷却媒体（
３１）のための、圧縮機ケーシング（５）内に配置された排出装置（３２）を有しており
、送り装置（２７）が分離間隙（１８）内に開口しており、分離間隙（１８）が圧縮機イ
ンペラ（６）の背壁（１６）の領域にほぼ半径方向に延びる間隙区分（２０）を有してい
る形式のものにおいて、送り装置（２７）が、圧縮機インペラ（６）のほぼ半径方向に延
びる背壁（１６）よりも半径方向外側で分離間隙（１８）に開口していることを特徴とす
る遠心圧縮機。
【請求項２】
送り装置（２７）が供給通路（２５）を有しており、分離間隙（１８）のほぼ半径方向に
延びる間隙区分（２０）が入口部分（２２）を有しており、供給通路（２５）と入口部分
（２２）とが半径方向で互いに合致するように配置されている請求項１記載の遠心圧縮機
。
【請求項３】
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供給通路（２５）が、圧縮機インペラ（６）の回転方向に向けられた複数の送り通路（３
５）から成っている請求項２記載の遠心圧縮機。
【請求項４】
送り通路（３５）が、案内ウエブ（３４）を中断する切欠きによって形成されている請求
項３記載の遠心圧縮機。
【請求項５】
ほぼ半径方向に延びる間隙区分（２０）の入口部分（２２）の上流側で分離間隙（１８）
内にシールエレメント（３６）が配置されている請求項４記載の遠心圧縮機。
【請求項６】
入口部分（２２）の下流側で分離間隙（１８）のほぼ半径方向に延びる間隙区分（２０）
内に無接触のシール（２３）が配置されている請求項２から５のいずれか１項記載の遠心
圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、遠心圧縮機であって、シャフトに配置されてほぼ半径方向に延びる背壁を備
えた圧縮機インペラ、圧縮機インペラを取り囲む圧縮機ケーシング、遠心圧縮機の作業媒
体のための、圧縮機インペラと圧縮機ケーシングとの間に形成された流路、圧縮機インペ
ラと圧縮機ケーシングとの間の、流路に接続された分離間隙、ガス状の冷却媒体のための
、圧縮機ケーシング内に配置された送り装置、及びガス状の冷却媒体のための、圧縮機ケ
ーシング内に配置された排出装置を有しており、送り装置が分離間隙内に開口しており、
分離間隙が圧縮機インペラの背壁の領域にほぼ半径方向に延びる間隙区分を有している形
式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
回転機構(rotierendes System)の密閉のために、ターボ機械構造において無接触のシール
、特にラビリンスシールが幅広く形成されている。回転部分と定置部分との間の媒体の流
過する分離間隙内には流動境界層(Stroemungsgrenzschicht)の形成に基づき高い摩擦損失
が生じる。これによって、分離間隙内の流体の加熱が生じて、ひいては分離間隙を取り囲
む構成部分の加熱も生じる。高い材料温度は、対応する構成部分の耐用年数を減少させて
しまうことになる。
【０００３】
ヨーロッパ特許０５１８０２７Ｂ１号公報により、圧縮機インペラの背壁で圧縮機ケーシ
ングと圧縮機インペラとの間の分離間隙内に配置されたラビリンスシールを備える遠心圧
縮機が公知である。圧縮機インペラの出口における高い圧力に基づき圧縮機ケーシングの
定置の壁と回転する壁との間のリング室内に漏れ空気が入り込む。分離間隙を取り囲む構
成部分の加熱を避けるために、圧縮機インペラの出口の圧力よりも高い圧力の冷たいガス
が分離間隙内に導入される。このためにラビリンスシール内に付加的なリング室が配置さ
れて、外部のガス供給部に接続されている。冷たいガスが圧縮機ケーシングの壁を通って
ラビリンスシール内に流入し、かつまず圧縮機インペラの背壁に衝突して、該背壁を冷却
する。背壁への衝突に際して、ガスは分割されて、主として半径方向で内側及び外側へラ
ビリンスシールの個別のシールエレメントを通って流れる。特に半径方向外側へ向けられ
た部分流が、圧縮機インペラの出口からの熱い圧縮機空気の、分離間隙の流過を阻止しよ
うとするものである。
【０００４】
遠心圧縮機を高価なものにする特別な付加構造にも拘わらず、前記手段の冷却作用は最適
ではない。冷たいガスの供給に際して、半径方向外側に向けられた部分流がまず、圧縮機
インペラの背壁に形成された境界層と混合する。さらに、該部分流は無接触のシールの少
なくとも１つのシールエレメントに抗して作用しなければならず、低い冷却作用のほかに
、背壁における高い摩擦、並びに機械的な高い損失が生じる。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、前述のすべての欠点を避けて、簡単な、しかしながら効率の改善された
冷却装置を備えた遠心圧縮機を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するために本発明の構成では、冒頭に述べた形式の遠心圧縮機において
、ガス状の冷却媒体のための送り装置が、圧縮機インペラのほぼ半径方向に延びる背壁よ
りも半径方向外側で分離間隙に開口している。
【０００７】
【発明の効果】
本発明に基づく前記構成により、分離間隙のほぼ半径方向に延びる間隙区分における付加
的なリング室若しくは付加的な供給室が省略できる。さらに、使用される冷却媒体が、分
離間隙のほぼ半径方向に延びる間隙区分に入り込むことになる熱い漏れ空気を代替する。
これによって、圧縮機インペラの背壁に沿って生じる流動境界層が始めから特に、供給さ
れた冷却媒体によって形成される。従って、遠心圧縮機の特に危険な領域で改善された冷
却作用が保証される。
【０００８】
特に有利には、送り装置の供給通路と分離間隙のほぼ半径方向に延びる間隙区分の入口部
分とが半径方向で互いに合致するように配置されている。これによって、流入する冷却媒
体の圧力損失並びに散逸に起因する冷却媒体の加熱が避けられる。その結果、改善された
冷却作用が得られる。さらに、冷却媒体はほぼ半径方向に延びる間隙区分内への熱い漏れ
空気の入り込みをさえぎる。
【０００９】
さらに有利には供給通路が、冷却媒体のための、圧縮機インペラの回転方向に向けられた
複数の送り通路から成っている。このために、供給通路が、切欠きによって中断された複
数の案内ウエブを有しており、切欠きが冷却媒体のための送り通路を形成している。これ
によって、比較的簡単な構成部分を用いて圧縮機インペラの回転方向での冷却媒体の送り
込みが行われ、その結果、摩擦損失、ひいては圧縮機インペラの加熱が著しく減少される
。
【００１０】
さらに有利には、ほぼ半径方向に延びる間隙区分の入口部分の上流側で分離間隙内にシー
ルエレメントが配置されている。これによって、圧縮機インペラから到来する漏れ流内の
圧力をさらに減少させることができ、その結果、冷却媒体が圧縮機インペラ出口に作用す
る圧力よりも低い圧力で供給され得る。
【００１１】
特に有利には、入口部分の下流側で、分離間隙のほぼ半径方向に延びる間隙区分内に無接
触のシールが配置されている。この場合、半径方向外側から到来する冷却媒体がシールの
個別のシールエレメント内に到達して、そこで圧縮機インペラの背壁にフィルム冷却(Fil
mkuehlung: film cooling)を生ぜしめる。公知技術とは異なって本発明では、冷却媒体が
半径方向外側へではなく、半径方向内側へ流れ、従って圧縮機インペラの背壁に形成され
る流動境界層の混合を生ぜしめることなく、かつ背壁に対する摩擦を増大させることもな
い。結果として、冷却効果が高められ、圧縮機インペラの耐用年数が著しく改善される。
【００１２】
【発明の実施の形態】
発明の理解にとって重要な構成部分のみを図示してあり、例えば支承部分及び、排ガスタ
ーボ過給機のタービン側は図示してない。作業媒体(Arbeitsmittel)の流れは矢印で示し
てある。
【００１３】
図１に部分的に示す排ガスターボ過給機は、遠心圧縮機(Radialverdichter: centrifugal
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 compressor)１及び排ガスタービン（図示せず）から成っており、遠心圧縮機と排ガスタ
ービンとはシャフト３を介して互いに結合されており、シャフトは支承ケーシング(Lager
gehaeuse)２内に保持されている。遠心圧縮機１は、シャフト３内に位置する機械軸線４
を有している。遠心圧縮機は圧縮機ケーシング５を備えており、圧縮機ケーシング内で圧
縮機インペラ(Verdichterrad: compressor impeller)６が回転可能にシャフト３に結合さ
れている。圧縮機インペラ６は、複数の動翼７及び、該動翼を保持するハブ８から成って
いる。ハブ８と圧縮機ケーシング５との間に流路９が形成されている。動翼７の下流側で
流路９に、半径方向に配置されて羽根の付けられたディフューザ１０を接続してあり、デ
ィフューザが遠心圧縮機１の渦形室(Spirale: volute)１１に開口している。圧縮機ケー
シング(Verdichtergehaeuse)５は主として、空気入口ケーシング(Lufteintrittgehaeuse)
１２、空気出口ケーシング(Luftaustrittgehaeuse)１３、ディフューザプレート(Diffuso
rplatte)１４及び、支承ケーシング２に対する中間壁１５から形成されている。
【００１４】
ハブ８はタービン側に背壁１６並びに、シャフト３のための取り付けスリーブ１７を有し
ており、この場合、シャフトと取り付けスリーブ１７とが互いに結合されている。取り付
けスリーブ１７は圧縮機ケーシング５の中間壁１５によって受容されている。もちろん、
適当な別の圧縮機インペラ・シャフト結合が選ばれてよい。羽根の付けられていないディ
フューザの使用も可能である。
【００１５】
回転する圧縮機インペラ６と圧縮機ケーシング５の定置の中間壁１５との間に、異なる区
分から成る分離間隙(Trennspalt)１８が形成されている。分離間隙の第１の間隙区分(Spa
ltbereich)１９が機械軸線４に対して平行に延びていて、圧縮機インペラ６の出口並びに
、圧縮機インペラ６の背壁１６の領域(Bereich: region)でほぼ半径方向に延びる第２の
間隙区分２０に接続されている。第２の間隙区分は、取り付けスリーブ１７と中間壁１５
との間に形成されて同じく機械軸線４に対して平行に延びる第３の間隙区分２１内へ移行
している。ほぼ半径方向に延びる第２の間隙区分２０の構成部分として、第１の間隙区分
１９に続く入口部分(Eintrittbereich)２２、ラビリンスシール(Labyrinthdichtung)とし
て形成された無接触(beruehrungsfrei)のシール２３及び、第３の間隙区分２１に接続さ
れた中間室２４がある。中間室は排出管路（図示せず）に連通している。
【００１６】
第２の間隙区分２０の上流側で、供給通路(Versorgungskanal)２５及び送り管路(Zufuehr
leitung)２６から成る送り装置(Zufuehreinrichtung)２７が、分離間隙１８に開口してい
る。このために、ディフューザプレート１４が中央の区分に送り管路２６の受容のための
開口部２８を備えていて、かつ半径方向内側の端部に、供給通路２５として形成されたス
リットを有している。供給通路２５は分離間隙１８の第２の間隙区分２０の入口部分２２
と合致するように配置されている。
【００１７】
排ガスターボ過給機の運転に際して、圧縮機インペラ６が作業媒体２９として周囲空気を
吸い込み、該周囲空気が流路９並びにディフューザ１０を通って渦形室１１内に達して、
そこで圧縮されて、最終的に、排ガスターボ過給機に接続された内燃機関の過給のために
投入される。遠心圧縮機１内で加熱される周囲空気（作業媒体）２９は流路９からディフ
ューザ１０への通過中に漏れ流３０として第１の間隙区分１９、ひいては分離間隙１８を
も負荷する。同時に、送り装置２７を介してガス状の冷却媒体３１が分離間隙１８の第２
の間隙区分内に導入される。冷却媒体は例えば内燃機関の過給空気冷却器の出口（図示せ
ず）からの空気であってよい。もちろん、別の冷却媒体の使用並びに冷却媒体の外部から
の供給も可能である。
【００１８】
冷却媒体３１が熱い漏れ流３０を代替し、従って、圧縮機インペラ６の背壁１６に沿った
境界層(Grenzschicht)が、既に始めから主として、供給された冷却媒体３１によって形成
される。冷却媒体３１はもっぱら半径方向内側へ流れるので、著しく改善された冷却作用
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緒に分離間隙１８から、中間室２４及び、圧縮機ケーシング５の中間壁１５内に形成され
た排出通路３２（詳細には図示せず）を介して導出される。
【００１９】
第２の実施例においては、ディフューザプレート１４が供給通路２５の領域に中間リング
３３を備えており、中間リングが送り管路２６を受容している（図２）。中間リング３３
は周囲にわたって分配された複数の案内ウエブ３４を有しており、案内ウエブが供給溝３
５として形成された切欠きによって中断されている（図３）。この場合に案内ウエブ３４
は、供給溝３５が圧縮機インペラ６の回転方向に向くように形成されている。これによっ
て、冷却媒体３１のいわゆる旋回・送り込み(Mitdrall-Einblasung: positively swirled
 injedtion)が行われ、摩擦損失、ひいては圧縮機インペラ６の加熱が著しく減少される
。もちろんこのような効果は、ディフューザ１４を供給通路２５の領域で相応に成形する
（図示せず）ことによって達成されてよい。
【００２０】
第３の実施例においては、第２の間隙区分２０の入口部分２２の上流側で分離間隙１８内
にシールエレメント３６が配置されている（図４）。シールエレメント３６を用いて、残
留する漏れ流の圧力を、流入する冷却媒体３１の圧力が有利に、それも作業媒体２９の、
圧縮機インペラ６の出口に作用する圧力よりも低くなるように、著しく減少させることが
可能である。これによって、冷却媒体３１の比較的わずかな量で、圧縮機インペラ６の効
果的な冷却が保証される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に基づく送り装置を備えた遠心圧縮機の部分縦断面図
【図２】別の実施例のディフューザプレートの部分の断面図
【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った部分横断面図
【図４】さらに別の実施例の分離間隙の部分の拡大断面図
【符号の説明】
１　遠心圧縮機、　　２　支承ケーシング、　　３　シャフト、　　４　機械軸線、　　
５　圧縮機ケーシング、　　６　圧縮機インペラ、　　７　動翼、　８　ハブ、　　９　
流路、　　１０　ディフューザ、　　１１　渦形室、　　１２　空気入口ケーシング、　
　１３　空気出口ケーシング、　　１４　ディフューザプレート、　　１５　中間壁、　
　１６　背壁、　　１７　取り付けスリーブ、　　１８　分離間隙、　　１９，２０，２
１　間隙区分、　　２２　入口部分、　　２３　シール、　　２４　中間室、　　２５　
供給通路、　　２６　送り管路、　　２７　送り装置、　　２８　開口部、　　２９　作
業媒体、　　３０　漏れ流、　　３１　冷却媒体、　　３２　排出通路、　　３３　中間
リング、　　３４　案内ウエブ、　　３５　供給通路、　　３６　シールエレメント
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